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介護福祉
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区分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(
自然考', 身体障害, 知的障害, 精神
障害区分 ｡
相当量調査今回,-, 全体的
傾向	
基礎的集計結果示｡ .
!障害者対受容的態度	
, 学
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)!結果
生川 (/001) 結果因子的同+構造持
	6*56検討｡
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調査対象者介護福祉系専門学校生 (以下
｢介護専学｣) /78名, 大学生 (英文学科, 経
済学科等非福祉系学科 (以下 ｢非福祉大｣)
9:/名, 福祉系学科 (以下 ｢福祉系大｣) /8;
名), 合計7:0名｡
配布大学"#$専門学校講義時間
行
, %場回収 ｡ %場回収
困難学生自宅持<帰(回答 後,
設置 (質問紙回収箱入).=｡
調査用紙, 精神障害者, 知的障害者, 身
体障害%)>)対関心, 地域交流, 働
北星論集(社) 第 :/号 988:
－;1－
学生障害児者対受容的態度関研究
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, 職場進出, 能力, 他関	

構成受容的態度項目, 出現
率犯罪率知識関項目, 会話経
験仕事 (遊) 経験, 経験
関項目, 性別在籍学科, 学年被
験者 記入!項目
構
成"#｡ 詳細$以下通%&'｡
受容的態度項目()", 生川 (**+) 結
果,-項目中
本研究目的./#
総合教育尺度 01除#2｡ 残32実践的好
意, 能力肯定, 地域交流, 理念的好意4
態度尺度
, 各態度尺度信頼性, 内的
一貫性 検討25算出2態度
尺度得点(尺度 構成下位項目(相関
係数6高#上位項目74 取%出), 項
目 採用)2｡
生川 (**+) 対象$精神遅滞児 (者) &
'3225, 質問内容 ｢89遅人｣ 0
2$ ｢89遅子	｣  ｢精神障害者｣,
｢知的障害者｣, ｢身体障害者｣ !:;
作成)225, 調査対象者<人対)項目
×!障害計=>項目(32｡ ?
$段
階評価&' (付録<参照)｡
知識項目()"生川 (**+) 6設定)2知
識関項目@#", 知識有無(態
度尺度得点(間関係6認5
32
(!項目 除#2A項目A項目 追
加)2項目 設定), 態度項目(同様
項目×!障害計-項目 作成)2｡ ?

$各<点()2｡ ?
項目 以後知識<
( (具体的項目4#"$付録< 参照)｡
交流経験項目()" , 藤本・小花和
(*B,) 調査&用#
2精神障害関
知識項目C8, 質問内容 ｢知的障害｣
( ｢身体障害｣ 8
変更)"	使用可
能(思/項目 設定), 項目×!障
害計+項目 作成)2｡ ?
	各<点(
)2｡
程度具体的障害者(関係6考9

 調査25, 障害D(程度6
異(考9
項目 作成)2｡ 
E隣引3越)"	0/# (｢許隣人｣)
, 友達3"	0/# (｢許友人｣),
恋愛感情6伴C交際 )"	0/#
(｢許恋愛｣), 結婚)"	0/# (｢許結
婚｣) (#C項目&' (全文$付録<参照)｡
障害関知識()", 難聴, 精神分裂
病, 精神遅滞, 花粉症, 89遅, C4病,
肢体不自由 知的障害, 身体障害, 精神障害
分類項目 作成)2 (以後知識A)｡
渡邊・宮本 (-FFF) 項目
福祉施設 
児童相談所～軽費老人GH*項目
福祉
施設 選択項目 採用)2｡

同研究
福祉施設数多#順
並I項目 採用)26, 今回$?項目
4#"$報告)#｡ 近年順位6逆転)22
5, 扱#6困難&'3225&'｡
)"同研究
施設名関印象 選
択肢
選JK2 (付録<参照)｡ ?4
#"	今回$報告)#｡
@, 分析$ＳＡＳ -@LＳＰ
ＳＳ + 使用)2｡
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被験者属性 問題K1, 障害者対
受容的態度他4#"個々素点 元
)2平均値L検討 行32｡

障害関受容的態度項目4#",
各項目<点～点 与9, 
値基
7個別分散分析 )2 (表<受容的態度
部分参照)｡
障害別E受容的態度項目平均
値@L, ＳＤ (標準偏差)  示)2｡ @,
有意差('$, 各項目D(, 一元配置
分散分析 行#, 有意差6見
2項目
4#"$多重比較 実施)2結果&
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｡ 時有意水準％設定	｡
知的障害, 身体障害, 精神障害, 

, ｢知｣, ｢身｣, ｢精｣ 表, 有意差見
	水準間不等号 ｢＜｣ , 有意差見
水準間 ｢＝｣ 表現	｡
障害別有意差出	項目
下位検定
行, 有意差見	項目
大小
不等号記号等号
示	表｡
有意差見	項目, Ｑ親
限界 (○○障害人面倒
見,
親限界思)  !,
以外項目全有意差見	｡
Ｑ"Ｑ#$項目
除%, 障害
関係, 精神障害最&低, 知的障害
有意差見', 身体障害最&高知
的障害有意差見結果
	｡
()*, Ｑ"望放送 (○○障害関(
+,-./01放送
見	!聞	!
	思) Ｑ#望新聞記事 (○○障害
関(新聞記事2
読 	思) 
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
項 目
知的障害 身体障害 精神障害
有意差
平均 ＳＤ 平均 ＳＤ 平均 ＳＤ
受
容
的
態
度
67住 .(% 879(69:) 8;;(65<) 86;(694) 精＜知＜身
6:国援助 8:7(697) 88=(64:) 86:(7) 精＜知＜身
6=親限界 8:5(69:) 8::(694) 8:5(699) 
68社会全体責任 =5:(76:) 867(69<) =5<(769) 精＝知＜身
6;望>/参加 =:6(7:8) =;;(7:7) =7;(7:5) 精＝知＜身
6<望放送 =7<(774) =8=(779) ==:(7:) 知＜精＝身
65望接触 =75(7:) =;=(775) =7=(7::) 精＝知＜身
64望新聞記事 =:=(777) =88(778) ==9(774) 知＜精＝身
69普通生活可 ==:(769) =48(76:) =79(77:) 精＝知＜身
76多様作業可 =;<(76;) =97(76:) =86(777) 精＝知＜身
77健常作業可 =85(778) =97(768) ==9(77=) 精＝知＜身
7:指導効果有効 =54(694) 876(69:) =<:(76=) 精＜知＜身
7=共同生活要 =9=(698) 87;(69=) =<4(77) 精＜知＜身
78社会参加良 =98(69<) 8:5(64;) =5:(777) 精＜知＜身
7;健障共労働良 =98(7) 8::(649) =<<(77=) 精＜知＜身
7<健障交流良 876(69;) 8==(644) =4=(77) 精＜知＜身
接
近
許
容
度
許隣人 =58(7::) 8:<(76;) =64(787) 精＜知＜身
許友人 =5;(775) 8:<(7) =:6(7=8) 精＜知＜身
許恋愛 :84(7:8) =:=(7==) :==(7:8) 精＝知＜身
許結婚 ::9(7:;) :98(7=5) :7;(7:=) 精＝知＜身
知
識
生可能 69;(6::) 697(6:4) 64:(6=4) 精＜知＝身
出現率 654(68:) 646(68) 658(688) 
遺伝性 649(6=:) 69=(6:<) 697(6:4) 
犯罪性 648(6=5) 695(674) 6;8(6;) 精＜知＜身
交
流
経
験
経験話 656(68<) 656(68<) 6:8(68=) 精＜知＝身
経験仕事 689(6;) 687(689) 678(6=;) 精＜知＜身
経験食事 6=4(689) 6=;(684) 677(6=:) 精＜知＝身
経験生活 67:(6==) 67;(6=<) 668(6:) 精＜知＝身
経験>/ 6:=(68:) 6:<(688) 664(6:4) 精＜知＝身
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 !"#$%&'(')*+,(, *+
-(-.*+#$/0123014$#56
	
傾向明	
｡ 以上傾向
示
図｡
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接近許容度項目項目, 各項目
点～点与, 値基個別
分散分析
 (表接近許容度部分参照)｡
｢許隣人｣ (○○障害人
家隣
引	越来), ｢許友人｣
(○○障害人友達	),
｢許恋人｣ (○○障害人恋愛感情伴交
際), ｢許結婚｣ (○○障
害人結婚) 項
目,
	
順	
｡ 後項目接近許容度
高思
, ｢許友人｣ ,
｢許隣人｣  !得点"#高$, 隣人関
係 !友人関係許容 ｡ 友
人"選択, 隣人"選% ($)
&理由可能性｡
｢許友人｣  ｢許隣人｣ "全障害間
有意差見, ｢許恋人｣ ｢許結婚｣ 
", 全体許容$$!', 精神障害
知的障害間"有意差見$｡

知識項目項目, 各項目(点
(不正解) 又"点 (正解) 与, 
値基個別分散分析
 (表知
識参照)｡
知識項目)記述"直接問対*答
"$, 正解率変｡ 従	表
中+,全員正解, (全員不正解 
変換-｡
障害 ｢出現率｣ (○○障害出現率"人
口+,,,人中名以下*) ' . ｢遺伝性｣
(○○障害"*%遺伝 /思
*) 関*項目正解率"有意差
見, ｢生可能｣ (&家庭
○○障害子"産可能性
思*), ' . ｢犯罪性｣ (○○障害
人犯罪犯*確率"健常者比%高
思*) 正解率"0"!,
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	

, 精神障害理解	

｡ 特 ｢犯罪性｣ 正
解率低｡ 実際障害犯罪発生
率低, 平成年度版犯罪白書
, 精神障害者犯罪節交通関係
業過除刑法犯検挙人員精神障害
者等比率 !％ (法務省法務総合
研究所, ") ｡
#$%&報道方問題等, 特
精神障害者犯罪多印象形成
可能性｡ 出現可能性
正解率有意低	', 特殊, 例
(遺伝的素因存在)
印象持*可能性｡

交流経験項目+項目, 各項目,
点 () 又-点 (.) 与(, /'
値基01個別分散分析* (表-交
流経験部分参照)｡
｢経験話｣ (○○障害人話*	
), ｢経験仕事｣ (○○障害人一緒
仕事 (遊2) *	) ｢経験食
事｣ (○○障害人一緒食事*	
) ｢経験生活｣ (○○障害人生活
共*	) ｢経験34｣ (○○人
*活動)345678参加*	
) 項目, 頻度
｢経験話｣ ＞ ｢経験仕事｣ ＞ ｢経験食事｣ ＞
｢経験34｣ ＞ ｢経験生活｣ 順頻度低
下)｡
｢経験仕事｣ 除知的障害児者身体
障害児者経験同程度, 精神障害児者
圧倒的低値9*｡ 精神障害児者話
*	人(:人-名程度
	 (精神障害平均値") ｡
仕事遊2一緒* ｢経験仕事｣
, );障害間有意差<', 身体
障害児者最健常者共生(
｡
以上接近許容度, 知識項目, 交流経験項目
図示* (図=)｡

｢知識-｣ 加(, 知識項目 ｢障
害区別｣  ｢福祉施設｣ 加(*｡
学生障害児者対)受容的態度関)研究 (第-報)
－>?－
  !!"#$
｢障害区別｣ , 難聴, 精神分裂病, 精神
遅滞, 花粉症, 遅, 病, 肢体不自
由, 知的障害, 身体障害, 精神障害分類
	
項目
｡ 障害各点｡
知的障害得点最値低, 正解項目
間違分類	－
, 障害別得点算出	
意味
薄｡  合計点!考慮	
, "
点満点#$%($&') 点｡
｢福祉施設｣ 児童相談所, 福祉事務所,
産院, 幼稚園, 保育所, 児童養護施設少年院,
(学校, (児施設, (幼児通園施設,
知的障害児施設, 養護学校, 老人)*+ ,
児童自立支援,-./, 保健所, 養護老人0/
1, 特別養護老人0/1, 有料老人0/1,
軽費老人0/1中2福祉施設選3

 , 合計点平均4点満点中#56
(576)  (表参照)｡
児童相談所, 福祉事務所, (学校, 養護
北 星 論 集(社) 第 %8号
－&$－
 	

養護学校 %%6
(学校 %$6
福祉事務所 6&5
児童相談所 67'
有料老人0/1 6#8
保育所 5'&
老人)*+ 558
保健所 86%
少年院 &9
幼稚園 66
産院 5&
特別養護老人0/1 775
児童養護施設 757
養護老人0/1 755
知的障害児施設 785
(児施設 '8$
(幼児通園施設 #55
軽費老人0/1 %75
児童自律支援,-./ %55
 
全 員
介護専学 福祉系大 非福祉大 検 査 結 果
知的
障害
身体
障害
精神
障害
知的
障害
身体
障害
精神
障害
知的
障害
身体
障害
精神
障害 障害間 学校間 性差
$8住!:	; %%$%'7%59 %58%'#%$& %$'%%66&$ 精＜知＜身 非＜福＝介 男＜女
$5国援助 %66%#6%86 %5&%#'%8& %88%65699 精＜知＜身 非＜福＝介 男＜女
$6親<=限界 %58%5$%5% %%8%6'%%% %56%87%58  非＝介＜福 男＜女
$%社会全体責任 696%$&%$$ 6&6%8&69$ 6#'6&$6'5 精＝知＜身 非＜福＝介 
$#望>*参加 6&%%59675 66'6#'658 57%68'595 精＝知＜身 非＜福＜介 男＜女
$'望放送 6'%69869$ 6%56796#% 5796$'5&' 知＜精＝身 非＜福＜介 男＜女
$7望接触 69'%88679 66'67$65& 57568%575 精＝知＜身 非＜福＜介 男＜女
$9望新聞記事 6#%67867$ 6'5698679 5996866$# 知＜精＝身 非＜福＝介 男＜女
$&普通生活可 6#'6&#6#$ 6%#6&&659 68%6785&& 精＝知＜身 非＜福＝介 男＜女
8$多様作業可 69$6&66'7 6'#%$96'5 66&69668' 精＝知＜身 非＜福＝介 男＜女
88健常作業可 6#96&66'7 6'6%$'6#8 666696687 精＝知＜身 非＜福＝介 男＜女
85指導効果有効 %$8%87699 698%8&6'9 6'#%$66%' 精＜知＜身 非＜福＝介 男＜女
86共同生活要 %5$%696&7 6&5%6667& 6796&#6%7 精＜知＜身 非＜福＝介 男＜女
8%社会参加良 %5'%6&%$5 6&'%%8677 67'%8%6#% 精＜知＜身 非＜福＜介 男＜女
8#健障共労働良 %5&%6'6&' 6&5%6567' 67'%8$6%' 精＜知＜身 非＜福＜介 男＜女
8'健障交流良 %#$%#$%8' %$'%%96&8 69&%876'8 精＜知＜身 非＜福＜介 男＜女
検定結果一元配置分散分析後	
多重比較結果｡  ?項目頭
字@表現

学校等高値示, 渡邊・宮本
() 	
同様傾向見,
福祉関係機関, 学校福祉施設相違・区
別認識示
述｡
 	

各受容的態度項目, 学校×障害,
性×障害 元配置分散分析行,
多重比較行!｡ "結
果表#示｡ 数値$各項目平均点, 検
定結果項$, 各要因中水準見出語%
語用, 有意差見!場合$不等号,
見!場合$等号	示!｡ !&
'学校間検定結果	$非＜福＝介表現!
, ｢非福祉大｣ (＝非福祉系学部学科大学
生)  ｢福祉系大｣ (＝福祉系学部学科
大学生) 有意大(値	, ｢福祉系大｣
 ｢介護専学｣ (＝介護系専門学校生) $
有意差見!示｡
!)一項目Ｑ# ｢○○障害人面倒
見$､ 親)*	$限界+思,｣
- ｢非福祉大｣  ｢介護専学｣ 	有意
差-.,  者 ｢福祉系大｣ 間
有意差見!除*', ｢非福祉大｣
$ ｢福祉系大｣ 有意受容的態度
得点低, ｢福祉系大｣  ｢介護専学｣
$同程度+$有意後者大(
示!｡
性差$, 受容的態度得点$Ｑ/
｢知的障害人$､ 社会全体責任
持()思,｣ -有意差, "
他項目$男性＜女性!｡
, 以上学校, 性要因交互作用$全
0見!!1,
	

		


思2｡
 	
生川 (334) /因子, 即5理念的好意因
子, 実践的好意因子, 能力肯定因子, 地域交
流因子/項目.), 項目受
容的態度作成!, 同6因子構造
7,検討!｡
因子抽出法最尤法用, 89:;<=
回転後結果表/, >, ?示!｡ 表/
$知的障害関受容的態度因子分析結
果	+, 生川 (334) 地域交流因子理
念的好意因子第%因子含@!｡ 表
>$身体障害関受容的態度因子分析
結果	+, 生川 (334) 地域交流因子
理念的好意因子第%因子含@!｡
表?$精神障害関受容的態度因子分
析結果	+, 生川 (334) 地域交流因子
能力肯定因子第%因子含@!｡
以上
%) .障害	
固有値以上因子
$#
学生障害児者対受容的態度関研究 (第%報)
－3－
  !"#
知的障害項目 第%因子 第 因子 第#因子
地
域
交
流
知健障交流良 3A BC4 4
知4健障共労働良 4A AA B
知A社会参加良 4B 4D C
知B共同生活要 4 A4 4
理
念
的
好
意
知国援助 43D 4 
知住-E0 44 A B
知A社会全体責任 AD4 4 C
知B親)*限界 BD3 4 B
能
力
肯
定
知多様作業可 C DDD 44
知健常作業可 A D 3
知3普通生活可 3 4D CA
知指導効果有効 BA3  D
実
践
的
好
意
知望放送 3 44 CC
知D望接触  AC DC
知C望新聞記事 AB A D
知4望FG参加 C3 B DAD
固有値 DA D BB
) 因子構造知的障害身体障害同
, 精神障害別構造	

) 生川 () 各因子項目今回
分析同
出現	


) 第因子全
 ｢地域交流｣ 因子＋ ｢理
念的好意｣ 因子 ｢能力肯定｣ 因子
構成
) 第因子固有値 
大
結果!"｡ #$, 生川
() 因子抽出程度適切
, 障害全体!対%態度	
因
子, 因子考&方適切
思$｡ 即', 生川 ()  ｢地
域交流｣ ＋ ｢理念的好意｣ ＋ ｢能力肯定｣
因子(! 因子, ｢社会的関与｣
名付)$因子*, 残*
｢実践的好意｣ , Ｑ ｢○○障害
人 +,-./0活動!参加	
思｣, Ｑ1 ｢○○障害!関%.2
34,56放送見*聞*	
思｣, Ｑ7 ｢○○障害人接	

思｣, Ｑ8 ｢○○障害!関%新
聞記事"9読思｣ 項目
:	; ｢個人的関与｣ 命名	<
=>	?!思$｡ 
今仮! ｢社会的関与｣ 名付)因子,
>!項目?検討	
 , 生川
()  ｢能力肯定｣ 因子@#
*A	因子%#障害者!対%
態度	
=>	?!思$｡
"B, 本報告CDDC年度北星学園大学特別研
究費補助受)｡

藤本忠明・小花和昭介 (EF) ｢精神障害者!対
%偏見規定要因!(
｣ 追手門学院
大学文学部紀要EGD
法務省法務総合研究所 (CDD) ｢平成F年度版犯
罪白書｣, 財務省印刷局
生川善雄 () ｢精神遅滞児 (者) !対%健
北 星 論 集(社) 第 G号
－C－
 	

精神障害項目 第因子 第因子 第因子
地
域
交
流
精健障共労働良 DHC DCDI DFDF
精G社会参加良 DHCG DH DFDI
精F共同生活要 DHDG DCD DCHI
精I健障交流良 DHDD DCCH DFDC
能
力
肯
定
精健常作業可 DEC DCFG DE
精D多様作業可 DEDC DCIH DHF
精C指導効果有効 DIEC DCDI DCGG
精D普通生活可 DI DCC DG
実
践
的
好
意
精DI望放送 DHC DHHD DCDF
精DH望新聞記事 DCCE DHCH DHD
精DE望接触 DFE DIHC DCFE
精D望+,参加 DFI DICC DCIC
理
念
的
好
意
精D住4% DFE DCG DHF
精DC国援助 DFI DHD DEI
精DG社会全体責任 DF DCHG D
精DF親A)限界 DDG DI DDC
固有値 HE IH GFD
 
身体障害項目 第因子 第因子 第因子
地
域
交
流
身I健障交流良 DEEH DC DF
身健障共労働良 DEGI DHG DGDE
身G社会参加良 DEFH DG DGGC
身F共同生活要 DIHG DCFH DFD
理
念
的
好
意
身DC国援助 DIGG DCG DCDH
身D住4% DIF DI DCDE
身DG社会全体責任 DGF DCD DEG
身DF親A)限界 DG D DDGI
実
践
的
好
意
身DI望放送 DD DHH DG
身DE望接触 DC DHFI DE
身DH望新聞記事 DCDE DHD DEF
身D望+,参加 DCH DEGI DI
能
力
肯
定
身健常作業可 DCFH DG DHDI
身D多様作業可 DCE DFF DHDD
身C指導効果有効 DF DGH DIH
身D普通生活可 DCD DCIG DIG
固有値 EEED CD GEC
常者態度関多次元的研究－態度
接触経験, 性, 知識関係－｣ 特殊教育
学研究() 	

大谷博俊 (), ｢知的障害児 (者) 対健
常者態度関研究－大学生態度
交流経験・接触経験関連中心－｣
特殊教育学研究, () 	
渡邊映子・宮本文雄 () ｢福祉心理学科学生
福祉意識関調査研究｣ 東京成徳大
学研究紀要

学生障害児者対受容的態度関研究 (第報)
－
－
 	

※実際別紙 (知的障害分)
北 星 論 集(社) 第 号
－－
Ⅰ 知的障害述	
下記意見対, 
思 (全思) 
 (思) 中最適当思
番号○下 
() 知的障害人
!, 地域環境住"#$	%思
 & ' ( 
(&) 知的障害人仕事)*国方働%)	%思
 & ' ( 
(') 知的障害人面倒見), 親限界)思
 & ' ( 
(() 知的障害人+, 社会全体責任持	%思
 & ' ( 
() 知的障害人
!,-./01活動参加
思
 & ' ( 
(2) 知的障害関$)/34#-56放送見
7聞
7
思
 & ' ( 
(8) 知的障害人接"
思
 & ' ( 
(9) 知的障害関$)新聞記事読"
思
 & ' ( 
(:) 知的障害人普通社会生活送)+出来)思
 & ' ( 
(;) 知的障害人<<作業#)思
 & ' ( 
() 一般人仕事中知的障害人入出来)仕事
 =)思
 & ' ( 
(>) 知的障害人, 指導$?@効果上)思
 & ' ( 
(A) 知的障害人
B他人
B一緒生活$)+必要思
 & ' ( 
() 知的障害人==社会参加
方*思
 & ' ( 
(C) 他人
B知的障害人
B一緒働+良+思
 & ' ( 
(D) 他人
B知的障害人E)+大切+思
 & ' ( 
学生障害児者対受容的態度関研究 (第報)
－－
 	
	
 !"
#$"%&'($"%)
 &*	+%!,-./01234 
() 知的障害人	
家隣引越来

    
() 知的障害人友達


    
() 知的障害人 (恋愛感情伴) 交際

    
() 知的障害人結婚
 (	
未婚場合)
    
5 6 78	
 !"	+%!,-.6
0129:4 
() 家庭知的障害子供産 可能性	思
. 思 . 思

() 知的障害出現率, 人口!"""人中!人 ("!) 以下#思
. 思 . 思

() 知的障害$遺伝%#思
. 思 . 思

() 知的障害人犯罪犯率健常者比$高思
. 思 . 思

; 3<=>?+%@AB+ CD?+%E
0@AB  2CD
.609:4 
() 知的障害人話	
 &
() 知的障害人一緒仕事 (遊') 	
 &
() 知的障害人一緒食事	
 &
() 知的障害人生活共	
 &
() 知的障害人(活動)*+,-.参加	
 &
北 星 論 集(社) 第 号
－－
	
 
知的障害 ( )
身体障害 ( )
精神障害 ( )
難聴 精神分裂病 精神遅滞 花粉症 遅 	病 肢体不自由
!"#$%&'()*+,-+, ./012 

児童相談所 福祉事務所 産院 幼稚園 保育所
児童養護施設 少年院 学校 児施設
幼児通園施設 知的障害児施設 養護学校 老人
児童自立支援 保健所 養護老人 
!特別養護老人 "有料老人 軽費老人 
3&'()"#$45+,67" 58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